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論 文 内 容 要 旨

ADHD(AttentionDeficit/HyperactivityDisorder;注 意欠 陥/多 動性 障害)児 の予後 は,

反 抗 挑 戦性 障害,行 為 障害,さ らに反社 会性 人 格 障害 へ と展 開 して い くDBD(Disruptive

behaviordisorders;破 壊性行動障害)マ ーチが大 きな問題 であ り,二 次 的 に新 たな障害 をかか

えて いかな いことは療養上 の重要 な課題であ る。

ADHD児 に対 す る治療 は,薬 物療法 と心理 社会 的治療 か らな り,心 理社 会的治療 の一つ であ

るペ ア レン トトレーニ ングは,親 が子 どもに効果 的な対処法を学ぶ行動療法で あ り,現 在 すでに

社会 的ニ ーズが高 く,今 後 が期待 されている治療法 である。

本 研究 の 目的 は,ADHD児 の母親 の主 観的健康感,お よび 日常生活場 面 にお けるADHD児

の行 動 につ いて検 討 し,ADHD児 の母親へのペ ア レン ト トレ「ニ ングの効 果 につ いて明 らかに

す る ことで あ る。

対 象は,ペ ア レン トトレーニ ングに参加 した母親 のうち,薬 物療法を受 け知的障害 を伴 わない

ADHD児 の母 親24名 であ った。調査 は,ペ ア レン トトレーニ ングの参加前 と,プ ログラム全10

回修 了後 の計2回 実 施 した。 主 観的健康感 は,標 準化 され た質問紙SUBI(日 本版Subjective

Well-BeingInventory;IL・ の健康 自己評価質問紙)を 使用 し,主 観 的健 康感 を構 成す る 「心 の

健康 度」 「心 の疲 労度」 およびその下位尺度 のス コアにつ いて,日 常生 活場面 に おけ るADHD

児の行 動 は,母 親 が評価 した18場 面 のス コアについて,ペ ア レ ン トトレーニ ングの前 後で比較

し,検 討 した。統計解 析は,Wilcoxonの 符号 付順位検定 を行 い,正 確有意確率 を算 出 した。

そ の結 果,ADHD児 の母親は,「 心 の疲労度」 が高 いこ とを示 していたが,ペ ア レン トトレー

ニ ングに よ り母親 の 「心 の疲労度」が軽減 し,「 心 の健康 度」 が向上す る ことが明 らか とな り,

ペア レン ト トレーニ ングは母親 のス トレス対処 に相乗 的な効果 を もた らす ことが示 唆 され た。 さ

らに,家 族 との関係改善,家 族 や人生の とらえ方 の変化 がみ られ,母 親 の主観 的健康 感 に,よ い

影響 を及 ぼす ことが示 唆 された。

日常生活場面 にお けるADHD児 の行動 につ いて,18場 面中9場 面 において,ペ ア レン トトレー

ニ ングによ る行動 の改善がみ られ た。 さ らに,母 親 か らみてADHD児 の行 動の問題 が大 きい場

合,最 も問題 が大 きい 「宿題 をす る時」 をふ くめ12場 面 の行動が改善 し,母 親 に と ってペ ア レ

ン ト トレーニ ングに参加す る意義は大きい と考え られ た。

以上 の ことについて,ペ ア レン トトレーニ ングの母親への効果 につ いて統計学 的検 定を行 なっ

た最初 の報 告 であ る。
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審 査 結 果 の 要 旨

AttentionDeficit/HyperactivityDisorder(注 意欠 陥/多 動性 障害)(ADHD)児 への対 応

の一 環 と して,ADHDを とりま く環境の整備 は重 要で あ る。 その中で ペア レン ト トレーニ ング

は,親 が子供 に効果 的な対処法 を学ぶ行動療 法 と位置づ け られ,そ の有効 性が期待 され ている。

ADHD児 の予後 は,反 抗挑戦性障害,行 為 障害,さ らに反社会性 人格 障害へ と展開 して い く

DBD(Disruptivebehaviordisorders;破 壊性行動 障害)マ ーチ が大 きな 問題 で あ り,二 次的

に新 たな障害 をかかえて いかない ことは療養上の重要 な課題 であ る。ADHD児 に対す る治療 は,

薬物療法 と心理社会的治療か らな り,ペ ア レン トトレーニ ングは,心 理社 会的治療法 の一つで あ

る。 本研 究 は,ADHD児 の母親 の主 観的健康感,お よび 日常生 活場 面 にお けるADHD児 の行

動 につ いて検討 し,ADHD児 の母親へのペ ア レン トトレーニ ングの効果 につ いて明 らか に した。

対象 は,ペ ア レン トトレーニ ングに参加 した母親の うち,薬 物療法 を受 け知的障害 を伴 わない

ADHD児 の母親24名 であ った。調査 は,ペ ア レン トトレーニ ングの参加 前 と,プ ログラム全10

回修 了後 の計2回 実施 した。 主観 的健康 感 は,標 準 化 された質 問紙SUBI(日 本版Subjective

Well-BeingInventory;IL・ の健康 自己評価 質問紙)を 使用 し,主 観 的健 康感 を構成す る 「心 の

健康 度」 「心 の疲労度 」 およびその下 位尺度 のス コアにっ いて,日 常生 活場面 にお けるADHD

児 の行動 は,母 親 が評価 した18場 面のス コアについて,ペ ア レン トトレーニ ングの前 後で比較

し,検 討 した。統計解析は,Wilcoxonの 符号付順位検定 を行 い,正 確 有意確率 を算 出 した。

その結 果,ADHD児 の母親は,「 心 の疲労度」 が高 い ことを示 して いたが,ペ ア レン トトレー

ニ ングに よ り母 親の 「心の疲労度」 が軽減 し,「 心 の健 康度」 が向上す るこ とが明 らか とな り,

ペ ア レン トトレーニ ングは母親 のス トレス対処 に相 乗的な効果 を もた らす ことが示唆 された。 さ

らに,家 族 との関係改善,家 族 や人生の とらえ方の変 化がみ られ,母 親 の主観的健康感 に,よ い

影 響を及 ぼす ことが示唆 された。

日常生 活場面 におけるADHD児 の行動 につ いて,18場 面中9場 面 において,ペ ア レン トトレー

ニ ングに よる行動 の改善 がみ られた。 さらに,母 親 か らみ てADHD児 の行動 の問題が大 きい場

合,最 も問題 が大 きい 「宿題 をす る時 」をふ くめ12場 面 の行動 が改善 し,母 親 に とってペ ア レ

ン トトレーニ ングに参加す る意義 は大 きい と考 え られた。

本研究 は,ペ ア レン トトレーニ ングの母親 への効 果 につ いて統計学 的検 定を行 い,そ の有効性

を明 らか に した最 初の報告 である。 しか し,シ ステム と してペ ア レン トトレーニ ングを実施 して

い くには克服 すべき問題 も多 く,今 回の研究 は,そ の重 要性 を広 く呼 び掛 ける上 で,貴 重 なデー

タ を提供 した。

よって,本 論文 は博 士(医 学)の 学位論文 として合格 と認 め る。
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